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内 閣 府 （ 防 災 担 当 ） 

 

南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ（第２３回） 

議事要旨について 
 

１．検討会の概要 
日 時：令和６年１２月２日（火）１５：００～１７：００ 

場 所：中央合同庁舎第８号館３階 災害対策本部会議室 

（対面・オンラインのハイブリッド開催） 

出席者：福和主査、今村委員・主査代理、磯打委員、入江委員、奥村委員、小室委員、 

小山委員、阪本委員、末松委員、関谷委員、根本委員、濵田委員（代理）、 

平田委員、廣井委員、渡邉委員（代理）（１５名） 

 

 

２．議事要旨 

事務局から、「前回（第２２回）ワーキンググループにおける意見等」及び「南海ト

ラフ地震対策」について、資料に基づいて説明を行い、委員間で議論を行った。委員か

らの主な意見は次のとおり。 

○ 南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）発表時の記者会見資料について、事前避

難対象地域の住民は避難している一方で、事業者等の事業継続の方向性が分かりに

くいため、うまく整理していただきたい。 

○ 今回の南海トラフ地震臨時情報（以下、臨時情報という。）発表はお盆期間、夏休

み期間だったが、学校施設は指定避難所に指定されていることから、臨時情報発表

時に学校関係・教育関係がどのような対応をとるのか調査する必要がある。また、

事前避難対象地域としてどこが指定されているのかきちんと把握できていないこと

から、詳細に調査する必要がある。 

○ ワーキンググループ報告書の構成について、「はじめに」や「おわりに」には、こ

れまでの検討経緯に加えてメッセージ性のある文章を盛り込む必要がある。また、

南海トラフ地震防災対策推進基本計画に掲げた具体目標や減災目標の達成状況、達

成できなかった要因・課題を詳細に記載する必要がある。 

 

 このほか、報告書（案）の構成や記載内容への修正意見、明記・追記すべき内容の提

案があった。 

以上 


